
水
戸
第
一
高

水
戸
第
二
高

水
戸
第
三
高

水
戸
桜
ノ
牧
高

那
珂
湊
高

友
部
高

水
城
高

水
戸
葵
陵
高

日
立
第
二
高

太
田
第
一
高

佐
竹
高

磯
原
郷
英
高

明
秀
学
園
日
立
高

鉾
田
第
一
高

鉾
田
第
二
高

麻
生
高

神
栖
高

牛
久
栄
進
高

茗
溪
学
園
高

茗
溪
学
園
中

常
総
学
院
高

つ
く
ば
国
際
大
東
風
高

つ
く
ば
国
際
大
東
風
小

竜
ヶ
崎
第
一
高

下
妻
第
二
高

水
海
道
第
二
高

會
澤
鮮
鳳

會
沢
伯
韻

秋
山
和
也

芦
沢
香
紫

飯
塚
冬
華

石
川
楽
堂

泉
　
芳
秋

伊
藤
春
蕙

伊
藤
智
峰

稲
葉
香
峰

井
上
光
基

入
江
二
葉

内
田
紫
陽

海
野
洋
紅

江
里
菫
秀

榎
戸
春
龍

江
森
葵
鶯

遠
藤
文
葉

大
内
子
曄

大
久
保
萬
里

大
古
翆
鳳

大
塚
珠
香

大
貫
艸
穹

大
森
翠
萩

大
和
田
豊
久

小
澤
紫
風

小
沼
幸
子

小
沼
典
弘

小
野
江
華

恩
田
貞
賀

加
倉
井
心
華

鹿
志
村
滴
水

片
根
弘
園

勝
田
光
萌

金
内
草
香

金
子
紫
洋

川
﨑
一
葦

河
野
慧
秀

川
野
邊
泰
雲

菊
池
珪
石

木
村
素
春

木
村
幸
代

窪
山
墨
翠

熊
田
東
岳

栗
木
白
葉

倉
田
朱
鷗

小
泉
好
風

小
泉
芳
香

小
島
泰
山

小
林
千
早

小
松
雲
峰

小
室
穂
光

小
山
鏡
泉

坂
本
蘭
香

佐
川
峰
章

佐
久
間
篁
石

佐
久
間
嶂
月

佐
藤
華
心

佐
藤
有
苑

三
野
白
靜

椎
名
枝
香

篠
原
敦
子

篠
原
挙
秋

下
条
蘭
雪

菅
原
馨
萩

杉
江
静
葉

助
川
雲
洲

鈴
木
赫
鳳

鈴
木
紫
鳳

鈴
木
赤
鳳

鈴
木
宗
美

鈴
木
ま
ど
か

鈴
木
明
窓

関
　
雅
山

勢
子
涼
香

瀬
谷
洸
石

髙
瀬
霞
山

高
荷
秀
麗

髙
村
皇
城

田
崎
蕙
和

田
島
香
奈
子

田
山
幸
恵

塚
原
彩
香

塚
本
杏
花

辻
　
敬
齋

鶴
見
香
萩

飛
田
羽
吉

中
尾
慧
雪

中
島
昭
浩

永
藤
窓
風

中
山
雪
梦

夏
井
桃
春

生
田
目
萌
仙

新
堀
應
秋

西
野
香
葉

沼
田
陽
華

沼
知
芳
華

根
本
鐘
峰

白
田
韶
景

林
崎
黄
華

早
瀬
翠
雨

畠
石
東
碩

原
田
光
洋

樋
口
水
苑

藤
枝
咲
絵

古
谷
富
士
子

保
坂
和
風

細
谷
如
溪

本
多
龍
村

牧
野
美
香

増
子
竹
扇

増
田
智
風

増
田
東
扇

松
浦
螢
郊

松
金
翠
香

間
宮
清
風

三
河
千
佳

水
澤
以
都
美

三
村
爽
風

宮
田
心
風

宮
田
待
草

村
山
友
碩

谷
津
鳳
苑

簗
　
岳
遊

山
内
香
鶴

山
﨑
光
香

山
﨑
光
紗

山
内
香
楓

山
村
青
雨

吉
澤
衡
石

吉
澤
石
琥

吉
澤
太
雅

吉
澤
鐵
之

吉
田
清
香

吉
成
公
見

渡
辺
子
遊

和
田
帰
心

渡
邊
水
香

▽
茨
城
県
知
事
賞
　
植
田
涼
さ
ん
　
▽
茨
城
県
議
会
議
長
賞
　
髙
堀

采
和
さ
ん
　
▽
茨
城
県
教
育
長
賞
　
飯
村
陽
依
さ
ん
・
会
沢
埜
々
子

さ
ん
・
小
林
愛
子
さ
ん
　
▽
水
戸
市
長
賞
　
川
島
絢
子
さ
ん
・
野
上

友
希
さ
ん
・
海
老
澤
蒼
空
さ
ん
　
▽
水
戸
市
教
育
長
賞
　
清
水
茉
莉

さ
ん
・
中
﨑
優
衣
さ
ん
・
田
中
心
結
さ
ん
　
▽
茨
城
県
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
理
事
長
賞
　
中
山
あ
か
り
さ
ん
・
篠
﨑
灯
里
さ
ん
・
中
村

吉
秀
さ
ん
　
▽
茨
城
新
聞
社
長
賞
　
波
戸
陽
太
郎
さ
ん
・
宇
佐
美
心

乃
さ
ん
・
磯
瑠
海
さ
ん
　
▽
茨
城
書
道
美
術
振
興
会
理
事
長
賞
　
武

藤
清
華
さ
ん
・
織
田
夏
鈴
さ
ん
・
海
老
沢
大
輝
さ
ん

　
こ
の
度
は
最
高
の
賞
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
私
が
出
場
予
定
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
高
知
大
会
）や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
大
会
が
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
、と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、今
回
の

受
賞
は
書
道
に
青
春
を
か
け
て
き
た
私
に
と
っ
て
、高
校
生

活
最
後
を
締
め
く
く
る
最
高
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
は
じ
め
、ず
っ
と
応
援
し
て
く
れ

た
家
族
、友
人
に
も
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。将
来
は
こ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、生
涯
書
道
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

審
査
講
評

墨線鮮やか　9,239点
第 21 回 茨 城 新 聞 学 生 書 道 紙 上 展

県
知
事
賞
に
　植
田 

涼
さ
ん

水
戸
葵
陵
高　

３
年　

植
田　

涼
さ
ん
（
水
戸
市
）

竜
ヶ
崎
第
一
高　

２
年　

髙
堀　

采
和
さ
ん
（
牛
久
市
）

　
第
21
回
茨
城
新
聞
学
生
書
道
紙
上
展

が
公
募
さ
れ
、
去
る
12
月
９
日
常
任
理

事
の
先
生
方
に
よ
り
、
公
正
、
公
平
、

厳
正
な
る
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
見
事
特
別
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
生
活
が
困
難

な
中
、
少
子
化
も
加
わ
り
応
募
総
数
は

減
少
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い

に
大
幅
な
減
少
に
は
至
ら
ず
、
こ
れ
も

情
熱
を
傾
け
出
品
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ

ん
の
お
陰
で
あ
り
、
ま
た
、
学
校
関

係
、書
塾
、書
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
先

生
方
の
御
支
援
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
高
校
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
技
術
的
に
も
内

容
も
充
実
し
た
中
身
の
濃
い
も
の
と
感

じ
ま
し
た
。
中
学
生
は
こ
れ
ま
で
培
わ

れ
た
こ
と
が
成
果
と
な
っ
て
表
わ
れ
て

い
る
と
感
じ
、
小
学
生
は
堂
々
と
書
か

れ
、
し
か
も
確
か
な
筆
使
い
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
習
練
を
重
ね

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◯
植
田
涼
さ
ん
　
楊
峴
の
隷
書
の
臨
。

気
を
抜
か
ず
巧
妙
に
表
現
さ
れ
落
款

に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
お
り
最
高
賞

に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
す
。
こ
の
忍

耐
性
と
精
神
性
は
い
か
な
る
事
も
乗

り
越
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◯
髙
堀
采
和
さ
ん
　
顔
眞
卿
「
自
書
告

身
」
の
臨
書
。
羊
毛
の
筆
で
15
文
字

を
堂
々
と
二
行
に
表
現
。
懐
広
く
、

ゆ
っ
た
り
と
表
現
さ
れ
落
款
に
至
る

ま
で
一
貫
し
、
素
晴
ら
し
く
剛（
豪
）

快
な
大
楷
で
す
。

◯
飯
村
陽
依
さ
ん
　
張
即
之
「
李
伯
嘉

墓
誌
」
の
臨
書
。
数
え
た
ら
２
９
２

字
あ
り
ま
し
た
。
素
晴
し
い
集
中
力

で
す
ね
。
一
點
一
畫
ゆ
る
が
せ
に
せ

ず
、
堂
々
と
し
て
い
て
太
細
の
線
を

お
り
ま
ぜ
、
作
品
と
し
て
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。
見
事
で
す
。

◯
会
沢
埜
々
子
さ
ん
　
中
学
生
に
は
見

ら
れ
な
い
集
字
聖
教
序
の
臨
書
で
す

ね
。
特
徴
を
捉
え
忍
耐
強
く
44
字
を

書
き
上
げ
た
集
中
力
は
立
派
で
す
。

感
化
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◯
小
林
愛
子
さ
ん
　
紙
面
を
丁
寧
に
一

画
一
画
書
き
上
げ
ま
し
た
。
食
い
込

み
の
あ
る
線
に
魅
了
さ
れ
、
ま
た
名

前
に
至
る
ま
で
見
事
で
す
。
強
い
精

神
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

◯
川
島
絢
子
さ
ん
　
運
筆
が
自
在
で

す
。
呉
昌
碩
の
骨
力
十
分
で
あ
り
な

が
ら
、
抜
く
こ
と
も
得
て
の
表
現
は

流
石
で
す
。
三
行
を
上
手
に
ま
と
め

ら
れ
今
後
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

◯
野
上
友
希
さ
ん
　
よ
く
筆
が
た
ち
、

清
潔
感
あ
ふ
れ
る
書
に
、
好
感
を
も

ち
ま
し
た
。
終
始
一
貫
し
て
お
り
、

す
ば
ら
し
い
出
来
と
思
い
ま
す
。

◯
海
老
澤
蒼
空
さ
ん
　
運
筆
に
流
れ
が

あ
り
、
筆
も
よ
く
た
っ
て
い
ま
す
。

書
学
姿
勢
も
本
文
の
ご
と
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

◯
清
水
茉
莉
さ
ん
　
金
農
の
は
け
の
よ

う
に
太
く
引
く
横
画
、
細
く
鋭
い
縦

画
、
独
創
的
な
華
麗
な
書
風
を
よ
く

捉
え
、
落
款
に
至
る
ま
で
気
を
抜
か

ず
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。
立
派
で

す
。

◯
中
﨑
優
衣
さ
ん
　
紙
面
一
杯
に
縦
横

自
在
に
書
か
れ
て
お
り
、
中
々
出
来

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
強
弱
も

あ
っ
て
見
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
に
期

待
で
す
。

◯
田
中
心
結
さ
ん
　
生
き
生
き
と
力
強

く
、
堂
々
と
書
か
れ
て
立
派
で
す
。

名
前
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
継
続
は
力
と
な
り
ま
す
。

◯
中
山
あ
か
り
さ
ん
　
バ
ラ
ン
ス
の
む

ず
か
し
い
文
字
で
す
が
、
う
ま
く
収

め
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
し
た
筆
使

い
で
安
定
感
十
分
の
作
で
す
。

◯
篠
﨑
灯
里
さ
ん
　
確
か
な
筆
使
い
で

堂
々
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
名
前
も

て
い
ね
い
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
が
楽
し
み
で
す
ね
。

○
中
村
吉
秀
さ
ん
　
半
紙
い
っ
ぱ
い
に

元
気
に
書
け
ま
し
た
。
特
に
「
つ
」

の
腕
を
大
き
く
運
ん
だ
と
こ
ろ
が
良

い
で
す
ね
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。

○
波
戸
陽
太
郎
さ
ん
　
北
魏
、
張
猛
龍

碑
の
臨
書
。
ス
キ
の
な
い
精
妙
な
楷

法
に
つ
い
頷
き
た
く
な
る
程
で
す
。

鍛
え
あ
げ
ら
れ
た
強
靭
な
線
と
高
い

精
神
性
が
作
品
か
ら
に
じ
み
出
て
い

ま
す
。

○
宇
佐
美
心
乃
さ
ん
　
運
腕
大
き
く
、

お
も
い
き
り
良
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
清
清
し
い
作
品
で
す
ね
。今
後

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
磯
瑠
海
さ
ん
　
生
き
生
き
と
し
た
筆

使
い
。
四
文
字
を
紙
面
一
杯
に
一
点

一
画
心
を
こ
め
て
書
き
上
げ
ま
し

た
。今
後
が
楽
し
み
で
す
。

○
武
藤
清
華
さ
ん
　
自
在
な
筆
使
い

は
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
も
の
で
す

ね
。
行
書
の
流
れ
る
よ
う
な
美
し
さ

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
流
石
で

す
。

○
織
田
夏
鈴
さ
ん
　
入
念
な
筆
使
い
で
、

こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が

作
品
に
表
わ
れ
見
事
で
す
。こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

○
海
老
沢
大
輝
さ
ん
　
大
胆
に
ゆ
っ
た

り
と
書
か
れ
立
派
で
す
。
書
は
性
格

が
表
れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

審
査
講
評　 

茨
城
書
道
美
術
振
興
会

　
　
副
理
事
長
　
山
内
　
香
鶴

　
我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
書
道
美
術
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
、
書
道
美
術
の
普
及
と
向
上
を
目
的
に
県

内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
公
募
し
た
「
第
21
回
茨
城
新
聞
学
生
書
道
紙
上
展
」
（
主
催
、
茨
城
新
聞
社
、
茨
城
書
道
美
術
振
興
会
）
の
入
賞
作
品

が
決
ま
っ
た
。
応
募
総
数
は
、
幼
年
・
小
学
生
・
中
学
生
、
高
校
生
の
２
部
門
で
９
千
２
３
９
点
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
多
数
の
力
作
の
中
か

ら
県
知
事
賞
な
ど
特
別
賞
20
点
、
優
秀
賞
１
７
８
点
、
奨
励
賞
８
１
４
点
が
選
ば
れ
た
。
最
高
賞
の
県
知
事
賞
に
は
水
戸
葵
陵
高
等
学
校
３
年
の

植
田
涼
さ
ん
（
水
戸
市
）
が
輝
い
た
。

○
茨
城
県
議
会
議
長
賞

○
水
戸
市
長
賞

○
茨
城
書
道
美
術
振
興
会
理
事
長
賞

○
茨
城
県
教
育
長
賞

○
茨
城
県
知
事
賞

【
植
田
さ
ん
の
受
賞
の
言
葉
】

―
―
 

第
22
回
　
地
　
区
　
審
　
査
　
員 ―

―

○
茨
城
新
聞
社
長
賞

○
茨
城
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
理
事
長
賞

○
水
戸
市
教
育
長
賞

主　催
　茨城新聞社

茨城書道美術振興会

後　援
茨 城 県
茨 城 県 議 会
茨城県教育委員会
水 戸 市
水戸市教育委員会
茨城県子ども会育成連合会

事務局
茨城新聞社営業局

水
戸
第
二
高　

１
年　

飯
村　

陽
依
さ
ん
（
水
戸
市
）

北
浦
小　

６
年　

小
林　

愛
子
さ
ん
（
行
方
市
）

茨
城
中　

３
年　

会
沢　

埜
々
子
さ
ん
（
那
珂
市
）

茗
溪
学
園
高　

３
年　

川
島　

絢
子
さ
ん
（
つ
く
ば
市
）

青
葉
小　

５
年　

海
老
澤　

蒼
空
さ
ん
（
茨
城
町
）

高
萩
中　

２
年　

野
上　

友
希
さ
ん
（
高
萩
市
）

太
田
第
一
高　

２
年　

清
水　

茉
莉
さ
ん
（
大
子
町
）

開
成
高　

１
年　

波
戸　

陽
太
郎
さ
ん
（
つ
く
ば
市
）

玉
里
小　

６
年　

磯　

瑠
海
さ
ん
（
小
美
玉
市
）

第
四
中　

１
年　

宇
佐
美　

心
乃
さ
ん
（
水
戸
市
）

雨
引
小　

２
年　

篠
﨑　

灯
里
さ
ん
（
桜
川
市
）

中
結
城
小　

３
年　

中
山　

あ
か
り
さ
ん
（
八
千
代
町
）

田
尻
小　

１
年　

中
村　

吉
秀
さ
ん
（
日
立
市
）

友
部
第
二
中　

２
年　

武
藤　

清
華
さ
ん
（
笠
間
市
）
結
城
東
中　

１
年　

織
田　

夏
鈴
さ
ん
（
結
城
市
）
友
部
小　

５
年　

海
老
沢　

大
輝
さ
ん
（
笠
間
市
）

櫛
形
小　

４
年　

田
中　

心
結
さ
ん
（
日
立
市
）

大
宮
中　

３
年　

中
﨑　

優
衣
さ
ん
（
常
陸
大
宮
市
）

（
五
十
音
順
）

敬
称
略


